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美杉地域における交通空白地有償運送について 

１ 趣旨 

  美杉地域において、地域住民の日常生活をはじめ観光客等の来訪者が目的を達す

るために必要とする、鉄道や路線バスが対応していない移動手段を確保するため、

住民自らが安全な輸送サービスを提供しようとするものである。

２ 地域の状況 

 面積   ２０６．７０ （平成２７年 国勢調査） 

 人口    ３，９５４人（令和３年１月３１日時点 住民基本台帳） 

 高齢化率   ６１．３％（令和３年１月３１日時点 住民基本台帳） 

３ 地域における公共交通の現状（令和３年４月１日時点） 

 鉄道 

   美杉地域と白山地域、一志地域及び松阪市中心部とを結ぶＪＲ名松線が１日７．

５往復（およそ２時間に１便）運行しているが、面積約２００ｋ㎡の地域内に駅

は５つしかなく、多くの住民は徒歩等により駅まで行くことが困難な状況にある。 

 乗合バス 

  ア 一般路線バス 

    三重交通（株）が運行する地域間幹線系統「名張奥津線」が美杉地域と名張

市中心部及び奈良県御杖村の一部とを結んでいるが、地域内の運行は太郎生地

区のみである。 

  イ コミュニティバス 

    津市コミュニティバスが地域内の主要道路を運行し、鉄道及び一般路線バス

と接続しているが、全集落を網羅するには至っておらず、かつ停留所によって

は週に１日や、１日１往復のみの運行となっている。 

 タクシー 

   地域内にタクシー事業者が存在せず、近隣地域からのタクシーの配車も困難な

状況にある。 
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４ 地域における移動ニーズ 

 鉄道駅及び乗合バス停留所まで（から）の移動 

鉄道駅及び乗合バス停留所から離れた場所やコミュニティバスの運行回数が少

ない停留所付近の住民からは、自宅から鉄道駅及び乗合バス停留所までの移動ニ

ーズがある。 

 東西方向の移動 

   地域は南北に長い形状をしており、主に南北に流れる雲出川と八手俣川に沿っ

て集落が形成され、道路も当該河川に沿って整備されていることから、コミュニ

ティバスの運行も美杉地域南部と白山地域南部を結ぶ南北方向の運行が主体と

なっているが、八知地区から下之川地区（下之川住民交流センター、美杉クリニ

ック）や、下之川地区から八知地区（美杉総合支所、八知歯科）、多気地区から八

幡地区（津市家庭医療クリニック）など、コミュニティバスでは対応できない東

西方向の移動ニーズがある。 

 ドアツードアの移動 

   高齢化率の高い地域であり、高齢者を中心に自宅から目的地までの直接の移動

ニーズがある。 

 コミュニティバス運休日の移動 

   津市コミュニティバスについては、週３日、１日４往復の運行を基本としてい

るが、コミュニティバスの運休日にも移動ニーズがある。 

 観光のための移動 

   ＪＲ名松線にて来訪する観光客からは、伊勢奥津駅から多気地区（北畠神社、

道の駅美杉）や八幡地区（川上山若宮八幡神社、あまご料理店）等への移動需要

がある。 

５ 一般旅客自動車運送事業者（バス、タクシー）との協議状況 

 三重県タクシー協会津支部 

   令和２年８月 美杉地域への配車が可能な場合もあるが、全ての需要に対応す

る体制を確保するのは難しいとの見解。 

          新たな交通の導入に関する提案無し。 

 三重交通（株） 

   令和２年２月 利用者の減少により撤退した経緯があり、路線バスの導入は現

実的でないとの見解。 

          新たな交通の導入に関する提案無し。 

６ 交通空白地有償運送の必要性 

  一般旅客自動車運送事業者による輸送サービスが地域の移動需要を満たしてい

ない中、市がコミュニティバスを運行しているが、地域の移動ニーズを十分に満た

しているとは言い難い状況であり、市としてもこれ以上の財政投入は難しいことか

ら、地域住民が主体となり取組む交通空白地有償運送の導入が求められている。 
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７ 登録の申請を行おうとする者 

 名称  美杉地域お助けタクシー運営協議会

（営利を目的としない法人格を有しない社団）

 住所  三重県津市美杉町八知５５３３ 八知歯科内

 代表者の氏名  会長 小竹 誠造 

８ 事務所の名称、位置 

 名称  美杉地域お助けタクシー運営協議会事務局

 位置  三重県津市美杉町八知５５３３ 八知歯科内 

９ 運送の様態、区域 

 様態  区域運行 

 区域  発着共に美杉町内。ただし、奈良県御杖村を通過できるものとする。

10 運送しようとする旅客の範囲 

  津市美杉町の住民又は観光旅客その他の当該地域を来訪する者 

11 運送日、運行時間帯 

 月曜日から金曜日（土日・祝日・年末年始（１２月２９日から 1月３日）は除く。） 

  午後８時３０分から午後５時３０分まで（イベント時等においては延長） 

12 旅客から収受する対価 

  距離制：５００メートルにつき１００円、５００メートル未満の端数は１００円 

 ※ 乗客が乗車した地点から降車する地点までを車両の走行距離計にて計測する

ものとする。 

13 配置する自家用自動車の種類、台数 

  普通自動車（乗車定員１１人未満） ４台（うち軽自動車１台） 

14 運転者の要件 

  道路交通法に規定する第二種運転免許を受けており、かつ、現にその効力が停止

されていない者又は以下に掲げる要件を全て満たすものとする。 

 道路交通法に規定する第一種運転免許を受けていること 

  の効力が過去２年以内において停止されていないこと

 道路運送法施行規則第５１条の１６に規定する国土交通大臣が認定する講習

を修了していること 
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運行管理の責任者

(やむを得ず不在となる場合は代行者) 

代表者 運転者

整備管理の責任者

事故対応の責任者

津市地域公共交通活性化協議会

中部運輸局三重運輸支局

１１０番又は

津南警察署交通課

運転者 代表者

15 損害賠償のための措置 

  以下に掲げる要件に適合する損害賠償責任保険に加入するものとする。 

 旅客その他の者の生命又は身体の損害：損害を受けた者１人につき８，０００

万円以上を限度額としててん補すること 

 旅客その他の者の財産の損害：１事故につき２００万円以上を限度額としてて

ん補すること 

16 運行管理・整備管理の体制 

     ※ 運行管理の責任者の代行者は運転者が兼務し、代行者として運行管理をする際は

運転者から外れて運行管理に専念する。

17 安全な運転のための確認等 

運行管理の責任者は、運転者が乗務する際に当該運転者の健康状態、飲酒の有無、

運転免許証の携帯を対面により確認したうえで、運転者に対して安全確保のために

必要な指示をするものとする。 

18 事故時の連絡体制 

    ※負傷者がある場合、運転者は１１９番通報する

19 苦情処理体制 

  苦情処理担当者と苦情処理責任者を予め決めておく 

20 運送開始日 

  令和３年６月１日 
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美杉地域お助けタクシー運営協議会規約

第１章 総則

（名称）

第１条 この会は、美杉地域お助けタクシー運営協議会（以下「協議会」という。）と称し、

事務局を津市美杉町八知５５３３番地八知歯科内に置く。

（目的）

第２条 住民自らが安全な輸送サービスを提供することにより、地域住民の日常生活をはじ

め観光客等の来訪者が目的を達するために必要とする鉄道や路線バスが対応していない

移動手段を確保することを目的とする。

（事業）

第３条 協議会は前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。

（１）美杉地域お助けタクシーの運行及び運営に関すること

（２）美杉地域における地域公共交通に係る課題の把握に関すること

（３）行政等との協働に関すること

（４）その他協議会の目的を達成するために必要な事業に関すること

第２章 会員

（会員）

第４条 協議会は、協議会の目的に賛同し、協議会の活動を推進する個人及び団体をもって

組織する。  

（入会）

第５条 協議会に入会しようとする者は、別に定める入会申込書を会長あてに提出し、会長

の承認を得なければならない。

２ 会長は、前項の者の入会を認めないときは、速やかに理由を付した書面をもって本人

にその旨を通知しなければならない。

（退会）

第６条 会員は、別に定める退会届を会長に提出して、任意に退会することができる。

 （除名）

第７条 会員が次に掲げる各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを

除名することができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなけれ

ばならない。

（１）この規約の定めに違反したとき

（２）この協議会の名誉を傷つけ、または目的に反する行為をしたとき

第３章 役員

（役員）

第８条 協議会に次の各号に掲げる役員を置く。
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（１）会長  １名

（２）副会長 ２名以内

（３）会計  １名

（４）監事  １名

（役員の選任）

第９条 会長は、総会において、会員の中から互選により選出する。

２ 副会長、会計及び監事は、会員の中から会長が指名する。

３ 監事は他の役員と相互に兼ねることはできない。

４ 役員は、道路運送法第７９条の４第１項第１号から第３号までのいずれにも該当しな

いことを要件とする。

（役員の職務）

第１０条 会長は協議会を代表し、協議会の運営を総括する。

２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を代行する。

３ 監事は、協議会の会計及び事業の執行状況を監査し、総会に監査報告を行う。

（役員の任期）

第１１条 役員の任期は、２年とし、再任を妨げない。

２ 任期途中において役員が交代した場合における補欠役員の任期は、前任者の残任期間

とする。

３ 役員は退任後においても、後任者に事務を引き継ぐまでは、その職務を行うものとす

る。

第４章 会議

（会議）

第１２条 協議会の会議は総会、役員会とする。

２ 会長は必要と認めたときは、各会議に会員以外の者を出席させることができる。ただ

し、議決権は有しない。

 （総会）

第１３条 協議会の総会は通常総会及び臨時総会とする。

 ２ 総会は、毎年１回、通常総会を開催するほか、会長が必要と認めた場合は、臨時総会

を開催することができる。

３ 総会は会長が招集する。

 ４ 総会は、会員の２分の１以上の出席をもって成立する。

 ５ 総会の議事は出席会員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。

６ 総会の議長は、会長が務める。ただし、会長が欠席の場合は、副会長が議長を務める。

 ７ 総会は次の各号に掲げる事項を審議する。

（１）事業計画及び予算に関すること

（２）事業報告及び決算に関すること



（３）役員の選任に関すること

（４）規約の改廃に関すること

（５）その他、協議会の運営に関する重要事項に関すること

（役員会）

第１４条 役員会は、監事を除く役員をもって構成する。

２ 役員会は、必要に応じて会長が招集する。

３ 役員会の議長は、会長が務める。ただし、会長が欠席の場合は、副会長が議長を務め

る。

４ 役員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、決定する。

（１）総会に付すべき事項

（２）総会の議決した事項の執行に関する事項

（３）重要事項で、総会を開催できる期間のない緊急を要する事項

（４）その他総会の議決を要しない協議会の執行に関する事項

第５章 会計

（会計）

第１５条 協議会の経費は、運送の対価及びその他の収入をもって充てる。

２ 会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

第６章 会計監査

（監査及び報告）

第１６条 監事は、会計年度終了後に会計監査を行い、総会に報告する。

第７章 その他

（委任）

第１７条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が役員会

に諮り別に定める。

附 則

１ この規約は令和３年５月 日から適用する。

２ 協議会設立時の役員の任期は、第１１条第１項の規定にかかわらず、選任された日か

ら令和５年３月３１日までとする。

３ 協議会設立時の会計年度は、第１５条第２項の規定にかかわらず、施行の日から令和

４年３月３１日までとする。



利用者が事前に電話で予約をしていただき、美杉地域お助けタクシー運営協議会が

所有する自家用自動車に他の予約者と乗り合って、自宅または自宅付近から美杉地域

内の目的地までご利用できるタクシーです。 

運 行 日 月曜日から金曜日（土日・祝日・年末年始(１２/２９～１/３)を除く。）

運行時間 午前８時３０分から午後５時３０分まで 

運行範囲 美杉地域内であればどこでも行くことができます。 

（ただし、白山地域など他の地域には行くことができません。） 

利用対象者 どなたでもご利用できます。 

利用料金 ５００ｍにつき１００円（５００ｍ未満の端数は１００円） 

      乗車してから降車するまでの距離を車両の走行距離計で計測します。

利用方法 １ 電話で予約します。予約電話番号 ０５９－２７２－７７０１

（予約受付時間は平日の午前８時３０分から午後５時３０分まで） 

利用希望日の１週間前から当日の利用したい時間の１時間前までに 

電話で予約してください。 

２ 電話予約時に以下の事項をお伝えください 

       ① お名前                  ⑤ 乗りたい場所（どこから） 

② 利用したい日（いつ）      ⑥ 降りたい場所（どこまで） 

       ③ 利用したい時間（なんじ） ⑦ 連絡がつく電話番号 

④ 利用する人数（なんにん） 

ご利用にあたっての注意事項 

● 乗り合いとなりますので、予約の時間より若干遅れることもあることから 

 時間に余裕をもってご利用ください。 

● 予約の状況によっては、利用したい日、時間に利用できないこともあります 

のでご了承ください。 

予約・お問合せ先   美杉地域お助けタクシー運営協議会事務局 

（美杉町八知5533 八知歯科内） 

電話 ０５９－２７２－７７０１ 

予約受付時間(平日のみ)午前８時３０分から午後５時３０分まで
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地域住民主体型交通に対する市の関わり方について 

鉄道、一般路線バス及びコミュニティバス等による移動手段の確保が困難な地

域において、先ずはタクシー協会と協議した上で、地域住民が運営主体となり、

タクシー事業者に委託して運行するデマンド型コミュニティ交通の検討を行い、

運行が可能となれば、津市は津市地域住民運営主体型コミュニティ交通事業にて

補助を行い、地域住民の取組を支援します。

地域内にタクシー事業者が存在せず、また、近隣地域からのタクシーの配車が

困難な地域など、津市地域住民運営主体型コミュニティ交通事業が活用できない

地域で、かつ津市地域公共交通活性化協議会において、交通空白地域と認められ

た地域にあっては、地域住民が主体となり取り組む交通空白地有償運送に対し、

津市として下記のとおり支援を行います。

１ 運行開始前の支援 

運行の実現に向け、交通空白地有償運送の登録に必要となる申請書、添付書類、

運営協議会規約等の必要書類の作成や国土交通大臣認定講習の受講等、運行を開

始するために必要な事務手続きについて、地域住民に寄り添い、交通政策課及び

総合支所地域振興課が連携しながら、しっかりとサポートします。

２ 運行開始時の支援 

  地域住民が主体となり運行を開始する交通空白地有償運送の存在を知っても

らうよう、総合支所が発行している地域だより等に運行開始に関する記事を掲載

するなど、広く周知を図ります。同時に啓発チラシを作成し、総合支所や出張所

に設置するなど、地域住民に御利用していただけるよう、本市としても積極的に

啓発を行います。

  また、利用者が津市コミュニティバスや一般路線バス等との移動手段を使い分

け、上手に交通空白地有償運送を御利用していただけるよう、乗り継ぎ等の問い

合わせがあった場合、懇切丁寧に説明するなど、しっかりとサポートします。

３ 運行開始後の支援 

  利用状況や実際に運行してみて分かった問題点や課題等について、地域住民か

ら半期毎に報告をもらい、情報を共有します。共有した情報については、津市地

域公共交通活性化協議会でも適宜、報告します。

また、利用者が予想より多く、住民が保有する車両では対応できなくなった場

合については、ソフト面での支援に加え、津市からワゴン車を貸与するなどハー

ド面での支援についても検討します。

  なお、運行に関するトラブルや事故については、津市は関与しないものとしま

す。 

【資料４－５】


